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ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２　 　２

主な話題

誤
発
進
防
止
装
置

　
　
　

補
助
制
度
創
設

高
齢
運
転
者
の
事
故
時

被
害
軽
減
を
図
る

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
及
び
事
故
時
の
被
害
軽
減

を
目
的
に
自
動
車
誤
発
進
防

止
装
置
を
設
置
し
た
方
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
た
め
の

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
助
対
象
者
は
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
満
７０
歳
以
上

で
町
税
等
の
滞
納
が
無
い
方

で
す
。

　

補
助
額
は
、
５
万
円
を
上

限
と
し
て
、
対
象
経
費
の
３

分
の
２
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

設
置
業
者
に
よ
り
後
付
け

し
た
も
の
で
、
交
付
を
受
け

ら
れ
る
回
数
は
対
象
者
一
人

に
つ
き
一
回
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
、
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
を
踏
む
べ
き
時
に
、

誤
っ
て
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を

急
に
踏
み
込
ん
だ
場
合
で
も

急
発
進
を
抑
制
す
る
も
の
で

す
。

12月定例会（会期12/5ｰ12/19）

　専決処分　　　　　　　…… 　１件

　条例制定・改正・廃止　…… １０件

　

　工事委託契約の変更   ……  ２件

　補正予算　　　　　   ……  ７件

　その他　　　　　　   ……  ２件

　合　　計　　　　     ……２２件
     主なものを当㌻より掲載します。

12月定例会で

こんなことが決まりました

イメージです。

▼誤発進防止

装置補助制度

についてはこ

ちら



３　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

12月定例会

指定管理者とは？

⇒地方公共団体が公の施設の管理・運営を期間を定めて指定する団体のこと。

関連㌻
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議案番号

１号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

８号

９号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

21号

承 

認

議　
　

案

議　案　名

一般会計補正予算

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例

会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する

条例

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

定住促進住宅設置及び管理に関する条例

川原湯地域振興施設の設置及び管理に関する条例

横壁地域振興施設の設置及び管理に関する条例

山村開発センターの設置及び管理に関する条例

等を廃止する条例

普通財産の譲渡

障害福祉サービス事業所の指定管理者の指定

工事委託契約の変更

一般会計・６特別会計補正予算

内　　容

台風１９号災害への復旧に伴う、所要の予算補

正を行う必要が生じたもの。

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い

複数に分かれていた非正規職員の身分を「会計

年度任用職員」として統一する制度の導入によ

り各条例の整備を行うもの。

人事院勧告に伴い、職員の期末手当などを引き

上げるもの。

診療所医師が、勤務時間外に死体検案を行った

場合の手当（18,000円）を支給するもの。

林地区の定住促進住宅整備に伴い、入居資格な

どの規定を整備するもの。

川原湯地域振興施設の指定管理に伴い、使用料

金などの規定を整備するもの。

横壁地域振興施設の指定管理に伴い、使用料金

などの規定を整備するもの。

山村開発センターの取り壊しに伴い、条例等を

廃止するもの。

国交省との覚え書きに基づき、町の普通財産５

筆を譲渡するもの。

障害福祉サービス事業所「やまどり」の指定管

理者を指定するもの。

工事費確定に伴い、契約金額を減額して変更契

約を締結するもの。

令和元年度一般会計や国民健康保険、へき地診

療所など６特別会計を補正するもの。

‐
‐

■12月定例会で可決した議案一覧

主な議案内容

「やまどり」指定管理者決まる

　障害福祉サービス事業所「やまどり」の指

定管理者が、今年度末で満了を迎えるにあた

り、公募を行いました。その結果、３事業者

から応募があり、プロポーザル方式による事

業者選定を行い、指定管理予定相手方に「社

会福祉法人チャレンジドらいふ」が決定、今

回の指定（議案第12号）となりました。

　当事業者は、仙台市を中心に障害者施設な

どの事業展開を行っており、障害者の相談

支援事業などにも実績があります。

　障害福祉サービス事業所「やまどり」
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12月定例会

　工事委託契約変更

　昨年度より群馬県との委託契約により進めら

れてきました事業について、今年度の事業費が

確定し、下表のとおりとなりました。

（仮称）町営水没文化財保存センターイメージ

横壁地区に建設中の屋内運動場

条例制定指
定
管
理
に
向
け
て

管
理
規
定
を
議
決

　

八
ッ
場
ダ
ム
生
活
再
建
の

一
環
と
し
て
、
地
域
振
興
施

設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
川
原
湯
地
区
で
は
、

令
和
２
年
６
月
、
横
壁
地
区

で
は
、
令
和
２
年
７
月
を
目

途
に
鋭
意
建
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
ま
で

半
年
あ
ま
り
と
な
り
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
の

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
年
度
内
に
指
定
管
理

者
指
定
に
向
け
て
手
続
き
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

地
域
振
興
施
設

営
業
開
始
へ
整
備
進
む

川
原
湯
地
区
・
横
壁
地
区

屋内運動場

整備事業費確定

ダ
ム
関
連

■12月定例会（12/5・初日）

工事委託契約変更　………　２件

契約金額

7億2,783万円

9億6,493万円 

契約先

群　馬　県

群　馬　県

備　      考

変更額　▲２億3,025万円

変更額　▲7,469万円

事業・工事名

横壁地域振興施設整備事業（屋内運動場）

水源地域活性化支援事業（（仮称）町営水

没文化財保存センター新築工事）

(千円以下切り捨て)

川原湯地域振興施設イメージ

横壁地域振興施設イメージ

な
ど

（旧役場庁舎をモチーフにした建物）
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12月定例会

2億2千万円

台風19号による災害の復旧

工事などを行います。

台風19号による災害の復旧

工事などを行います。

災害復旧費

横壁地区の事業として、ホイルロ

ーダなどの機械を購入します。

横壁地区の事業として、ホイルロ

ーダなどの機械を購入します。

450万円

農業近代化整備事業

迅速な災害復旧を

目指す

■12月定例会　

　専決処分　　（12/5 初日）

　一般会計補正予算（第５号）

　　2億4,367万5千円増額

　 （計158億5,847万4千円）

　　　　　　　（12/12 ２日目）　

 一般会計補正予算（第６号）　

　 3億6,587万3千円増額

　（計162億2,434万7千円）

■一般会計補正額一覧

質
疑
応
答

狩
宿
茶
屋
本
陣
事
業
の

進
捗
と
見
通
し
は

整
備
ま
で
７
年
間

の
計
画

　
　
　
黒
岩
議
員　

狩
宿
茶

　
　
　

屋
本
陣
整
備
事
業
の

進
捗
と
今
後
の
見
通
し
は
ど

う
な
の
か
。

　
　
　

教
育
課
長　

現
在
、

　
　
　

委
員
会
を
開
催
し
て

計
画
に
つ
い
て
協
議
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
計
画
と
し
て

は
、
お
お
よ
そ
７
年
間
を
予

定
し
て
い
る
。

　　
　
　

冨
澤
議
員　

誤
発
進 

　
　
　

防
止
装
置
の
設
置
費

補
助
は
、
国
で
も
同
じ
よ
う

に
実
施
す
る
よ
う
だ
が
両
方

使
え
る
の
か
。

　
　
　
総
務
課
長　

両
方
使

　
　
　
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

　
　
　

牧
山
議
員　

台
風
１９

　
　
　

号
に
伴
う
災
害
復
旧

の
財
源
は
、
町
単
独
で
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
は

ど
こ
か
。　
　
　

　
　
　
建
設
課
長　

原
材
料

　
　
　
や
洗
掘
さ
れ
た
場
所

な
ど
応
急
的
に
復
旧
し
た
場

所
と
な
る
。

災
害
復
旧
の
財
源

町
単
独
は

応
急
的
復
旧
に
よ
る
も
の

誤
発
進
防
止
装
置
補
助

は
国
と
併
用
で
き
る
か

ど
ち
ら
か
一
方

補
正
予
算

■特別会計補正額一覧

　　会　　計　　名　

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　補　正　額

　　　22万2千円

　　  10万9千円

　　　18万8千円

　 ▲102万7千円

1億7,270万2千円

  　 　　34万円

   補 正 後 総 額

　　　 7億8,146万円 

  　　 9,161万1千円

       5億51万8千円

       9,123万7千円

    7億6,412万3千円

       8,666万7千円 写真はイメージです。

専決処分とは？

⇒議会の議決などの事項を、特定の場合に限り、町長が議会に代わって処理すること。

水源地域活性化支援
ダム関連による遊覧船桟橋製造設

置工事などを行います。

ダム関連による遊覧船桟橋製造設

置工事などを行います。

5,200万円

　

11
日
夕
方
よ
り
降
り
始
め

た
雨
は
、
12
日
に
な
り
更
に

激
し
さ
を
増
し
、
一
向
に
や

む
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
町
内
各
所
で
河
川
か
ら

水
が
溢
れ
、
消
防
団
や
工
事

関
係
者
な
ど
対
応
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
経
験
の
な
い
雨
量

に
よ
り
、
町
内
の
至
る
所
で

被
害
が
発
生
。
町
議
会
災
害

対
策
特
別
委
員
会
を
開
き
現

状
や
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
課
よ
り
災
害
状
況
に

つ
い
て
概
要
説
明
を
受
け
、

災
害
現
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
は
、
町
道
、
林

道
な
ど
で
大
小
様
々
な
被
害

の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
一
連
の
状
況
を
踏
ま
え

て
情
報
共
有
や
議
員
と
し
て

の
対
応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
無
い

災
害
で
あ
り
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
現

場
を
目
の
当
た
り
に
、
全
議

員
か
ら
は
早
急
な
応
急
復
旧

が
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
を

教
訓
に
対
応
の
状
況
な
ど
を

検
証
し
て
次
に
活
か
せ
る
よ

に
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
町
議
会
で
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
義
援
金
の

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
時
の

中
、
議
員
と
し
て
何
か
協
力

が
で
き
な
い
か
、
ど
の
よ
う

な
行
動
が
取
れ
る
か
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
自
治
体
に
よ
る
対

応
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て

い
く
中
で
地
域
の
一
員
と
し

て
避
難
誘
導
や
避
難
所
に
積

極
的
な
協
力
を
行
い
、
地
域

や
周
辺
で
発
生
し
た
情
報
を

議
会
事
務
局
へ
報
告
。
受
け

た
情
報
を
精
査
し
、
特
に
優

先
さ
れ
る
事
項
か
ら
町
対
策

本
部
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
被
害
が
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
私
有
地
に
も
及

び
家
屋
か
ら
思
う
よ
う
に
出

入
り
が
出
来
な
い
住
民
な
ど

に
お
い
て
は
、
一
定
の
公
平

性
を
保
つ
こ
と
で
、
高
齢
者

世
帯
や
独
居
世
帯
、
或
い
は

別
荘
な
ど
に
対
し
て
柔
軟
に

対
処
す
る
べ
き
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
町
当
局
と
十
分
に
協
議
を

行
い
対
応
方
法
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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林道萩原滝原線（与喜屋地区内）

与喜屋地区本村地内を流れる熊川

　

台
風
19
号
は
、
10
月
６
日
小
笠
原
諸
島
南
東
海
上
で
発
生

し
、
平
年
よ
り
高
い
海
水
温
の
影
響
を
受
け
急
速
に
発
達
し

て
い
き
ま
し
た
。
12
日
大
型
で
強
い
勢
力
の
ま
ま
静
岡
県
伊

豆
半
島
に
上
陸
。
中
心
気
圧
９
５
５
ｈ
ｐ
ａ
最
大
風
速
40
Ｍ

／
Ｓ
。
関
東
地
方
か
ら
福
島
県
へ
北
上
し
各
地
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

過
去
に
経
験
の
な

い
雨
量

概 要

甚大な被害

各地に深刻な爪痕

早
急
な
復
旧
を

望
む

現 況

10月12日、各地の降水量について

⇒田代 408㎜・中之条 281㎜・草津 250㎜（気象庁より）。

災害対策特別委員会報告

　

11
日
夕
方
よ
り
降
り
始
め

た
雨
は
、
12
日
に
な
り
更
に

激
し
さ
を
増
し
、
一
向
に
や

む
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
町
内
各
所
で
河
川
か
ら

水
が
溢
れ
、
消
防
団
や
工
事

関
係
者
な
ど
対
応
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
経
験
の
な
い
雨
量

に
よ
り
、
町
内
の
至
る
所
で

被
害
が
発
生
。
町
議
会
災
害

対
策
特
別
委
員
会
を
開
き
現

状
や
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
課
よ
り
災
害
状
況
に

つ
い
て
概
要
説
明
を
受
け
、

災
害
現
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
は
、
町
道
、
林

道
な
ど
で
大
小
様
々
な
被
害

の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
一
連
の
状
況
を
踏
ま
え

て
情
報
共
有
や
議
員
と
し
て

の
対
応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
無
い

災
害
で
あ
り
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
現

場
を
目
の
当
た
り
に
、
全
議

員
か
ら
は
早
急
な
応
急
復
旧

が
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
を

教
訓
に
対
応
の
状
況
な
ど
を

検
証
し
て
次
に
活
か
せ
る
よ

に
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
町
議
会
で
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
義
援
金
の

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
時
の

中
、
議
員
と
し
て
何
か
協
力

が
で
き
な
い
か
、
ど
の
よ
う

な
行
動
が
取
れ
る
か
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
自
治
体
に
よ
る
対

応
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て

い
く
中
で
地
域
の
一
員
と
し

て
避
難
誘
導
や
避
難
所
に
積

極
的
な
協
力
を
行
い
、
地
域

や
周
辺
で
発
生
し
た
情
報
を

議
会
事
務
局
へ
報
告
。
受
け

た
情
報
を
精
査
し
、
特
に
優

先
さ
れ
る
事
項
か
ら
町
対
策

本
部
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
被
害
が
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
私
有
地
に
も
及

び
家
屋
か
ら
思
う
よ
う
に
出

入
り
が
出
来
な
い
住
民
な
ど

に
お
い
て
は
、
一
定
の
公
平

性
を
保
つ
こ
と
で
、
高
齢
者

世
帯
や
独
居
世
帯
、
或
い
は

別
荘
な
ど
に
対
し
て
柔
軟
に

対
処
す
る
べ
き
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
町
当
局
と
十
分
に
協
議
を

行
い
対
応
方
法
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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応桑地区アテロ地内の町道

林道萩原滝原線

北軽井沢地区大屋原地内町道10-8号線

町内の主な被害状況

今
後
の
災
害
に

活
か
す

教 訓

応桑地区狩宿に向かう熊川橋

種 別
 

道 路

 
河 川

家 屋

  内    訳

 町　  道

 林 　 道

 農 道 等
 

 普通河川

 床下浸水

 非 住 家

 数量（箇所等）
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　　　　  ５

　　　　  ５
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　　　    ４

        １０

　　  農　　　地　　　　　　    １５

　

　

11
日
夕
方
よ
り
降
り
始
め

た
雨
は
、
12
日
に
な
り
更
に

激
し
さ
を
増
し
、
一
向
に
や

む
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
町
内
各
所
で
河
川
か
ら

水
が
溢
れ
、
消
防
団
や
工
事

関
係
者
な
ど
対
応
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
経
験
の
な
い
雨
量

に
よ
り
、
町
内
の
至
る
所
で

被
害
が
発
生
。
町
議
会
災
害

対
策
特
別
委
員
会
を
開
き
現

状
や
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
課
よ
り
災
害
状
況
に

つ
い
て
概
要
説
明
を
受
け
、

災
害
現
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
は
、
町
道
、
林

道
な
ど
で
大
小
様
々
な
被
害

の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
一
連
の
状
況
を
踏
ま
え

て
情
報
共
有
や
議
員
と
し
て

の
対
応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
無
い

災
害
で
あ
り
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
現

場
を
目
の
当
た
り
に
、
全
議

員
か
ら
は
早
急
な
応
急
復
旧

が
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
を

教
訓
に
対
応
の
状
況
な
ど
を

検
証
し
て
次
に
活
か
せ
る
よ

に
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
町
議
会
で
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
義
援
金
の

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

私有地等の災害対応として

⇒町では、被害の甚大さを受け砂利の配布を行いました。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
時
の

中
、
議
員
と
し
て
何
か
協
力

が
で
き
な
い
か
、
ど
の
よ
う

な
行
動
が
取
れ
る
か
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
自
治
体
に
よ
る
対

応
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て

い
く
中
で
地
域
の
一
員
と
し

て
避
難
誘
導
や
避
難
所
に
積

極
的
な
協
力
を
行
い
、
地
域

や
周
辺
で
発
生
し
た
情
報
を

議
会
事
務
局
へ
報
告
。
受
け

た
情
報
を
精
査
し
、
特
に
優

先
さ
れ
る
事
項
か
ら
町
対
策

本
部
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
被
害
が
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
私
有
地
に
も
及

び
家
屋
か
ら
思
う
よ
う
に
出

入
り
が
出
来
な
い
住
民
な
ど

に
お
い
て
は
、
一
定
の
公
平

性
を
保
つ
こ
と
で
、
高
齢
者

世
帯
や
独
居
世
帯
、
或
い
は

別
荘
な
ど
に
対
し
て
柔
軟
に

対
処
す
る
べ
き
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
町
当
局
と
十
分
に
協
議
を

行
い
対
応
方
法
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
の
一
員
と
し

て
協
力

対 応

私
有
地
の
復
旧

柔
軟
な
対
応

課 題

災害対策特別委員会
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特
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優

先
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か
ら
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対
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本
部
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
被
害
が
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
私
有
地
に
も
及

び
家
屋
か
ら
思
う
よ
う
に
出

入
り
が
出
来
な
い
住
民
な
ど

に
お
い
て
は
、
一
定
の
公
平

性
を
保
つ
こ
と
で
、
高
齢
者

世
帯
や
独
居
世
帯
、
或
い
は

別
荘
な
ど
に
対
し
て
柔
軟
に

対
処
す
る
べ
き
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
町
当
局
と
十
分
に
協
議
を

行
い
対
応
方
法
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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千葉県鋸南町

廃
校
舎
再
生
後
も

地
域
拠
点
と
し
て

　議会行政視察を11月20日～21日（１泊２日）千葉県方面にお

いて実施しました。

　初日は鋸南町の廃校を利用した施設として、平成２７年に

オープンした「都市交流施設・道の駅保田小学校（以下

「道の駅」という。）」を視察しました。現在、指定管

理者である㈱共立メンテナンスが運営を行っています。

　

旧
保
田
小
学
校
は
、
平
成

26
年
に
勝
山
小
学
校
（
現

：

鋸
南
小
学
校
）
と
統
合
し
、

廃
校
後
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
施
設
で
あ
る
。
現
在
ス

タ
ッ
フ
は
60
名
お
り
、
駅
長

（
校
長
）
を
除
き
地
元
採
用

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
統
廃
合
に
よ

り
地
域
活
力
の
減
退
に
危
機

感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
廃

校
を
活
用
し
て
新
た
な
交
流

の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標

に
「
都
市
交
流
施
設
整
備
事

業
」
が
動
き
出
し
た
。

地
域
・
自
治
体
の

連
携
事
業

概 要

行政視察レポート

萩原宗仁　議員

　

初
め
て
訪
れ
た
道
の
駅
で

あ
っ
た
が
懐
か
し
い
、
心
地

良
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

小
学
校
時
代
に
使
用
し
て

い
た
の
と
同
じ
机
、
椅
子
や

跳
び
箱
な
ど
。
懐
か
し
い
物

が
所
々
に
置
い
て
あ
り
、
お

土
産
品
ま
で
が
「
学
校
」
に

特
化
し
た
商
品
で
あ
っ
た
。

来
場
者
の
ほ
と
ん
ど
が
懐
か

し
さ
を
感
じ
「
道
の
駅
保
田

小
学
校
」
の
フ
ァ
ン
と
な
る

要
因
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
よ
り

イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
他
の
情
報

を
毎
日
更
新
す
る
こ
と
で
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
来
場
者

と
地
域
の
人
達
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
道
の
駅
。
２
階

に
は
、
増
築
し
た
「
町
の
縁

側
」
が
あ
る
。
人
々
の
交
流

に
よ
り
鋸
南
町
フ
ァ
ン
を
作

り
、
都
会
か
ら
の
人
口
流

入
、
増
加
を
見
込
み
空
き
家

を
活
用
し
た
「
住
」
の
提
供

も
あ
る
。

　

設
計
段
階
よ
り
産
、
官
、

学
の
連
携
で
目
新
し
い
発
想

に
よ
る
成
功
例
で
有
る
。

　

長
野
原
町
に
於
い
て
も
町

の
フ
ァ
ン
を
作
り
、
交
流
人

口
の
増
加
を
仕
掛
け
る
産
、

官
、
学
の
特
に
「
学
」
の
今

ま
で
に
な
い
新
し
い
発
想
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

事
業
の
方
向
性
と
な
る
ア

イ
デ
ア
は
、
「
策
定
懇
談

会
」
の
中
で
町
民
の
自
由
な

意
見
か
ら
生
ま
れ
た
と
の
こ

と
。

全
体
の
整
備
費
12
億
円
超
、

財
源
は
国
の
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
町
負
担
は
５
億
円
と

な
っ
た
。

設
計
で
は
、
「
校
舎
や
防
災

機
能
を
残
す
」
を
条
件
に
全

国
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
る
。

著
名
な
建
築
家
を
審
査
員
に

迎
え
る
こ
と
で
、
37
に
の
ぼ

る
提
案
が
あ
っ
た
。
一
次
選

考
で
６
社
に
絞
り
、
公
開
プ

学
校
に
特
化
し
た

複
合
施
設

取 組

リノベーションとは？

⇒大規模な改造を加えるなど新しい価値を創出する手法のこと。
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国保町立小鹿野中央病院での概要説明

校舎を増築してくつられた「町の縁側」

道の駅での概要説明

道の駅　保田小学校全景（左側は校舎棟、右側は体育館を利用した直売所）
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
。
審
査

の
結
果
、
Ｎ
．
Ａ
．
Ｓ
．

Ａ
．
設
計
共
同
体
（
５
大

学
・
４
設
計
事
務
所
）
が
設

計
者
と
し
て
選
考
。

こ
の
道
の
駅
は
、
「
学
校
」

に
特
化
し
て
お
り
、
設
備
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
定
期
的
な
イ

ベ
ン
ト
企
画

な
ど
も
意
識
し
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
２

階
は
簡
易
宿
泊
施
設
や
入
浴

施
設
な
ど
へ
の
改
修
、
町
民

や
交
流
客
の
た
ま
り
場
を
目

的
と
し
た
「
町
の
縁
側
」
の

増
築
な
ど
、
そ
の
他
道
の
駅

に
無
い
利
活
用
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
災
害
時

の
避
難
収
容
ス
ペ
ー
ス
に
も

な
る
と
の
こ
と
。

　

開
業
１
年
目
か
ら
売
上
高

約
６
億
円
、
レ
ジ
通
過
客
数

年
間
約
30
万
人
、
想
定
よ
り

入
込
客
数
が
多
く
毎
年
前
年

開
業
以
来
好
循
環

人
口
増
加
を
目
指
す

成 果

を
上
回
る
好
循
環
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
滞
在
時
間
が
長

く
、
客
単
価
も
１
５
０
０
円

程
度
と
高
水
準
に
あ
る
。

こ
の
道
の
駅
に
お
け
る
最
終

的
な
目
的
は
鋸
南
町
の
フ
ァ

ン
を
作
り
、
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
る
と
の
こ
と
。

プロポーザル方式とは？

⇒目的物に対する企画を提案してもらい選定すること。主に業務委託や設計となる。
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ジオサイトの犬岩

市
民
に
よ
る
ジ
オ

教
育
に
重
点

　

行
政
視
察
２
日
目
（
11
月
21
日
）
は
、
銚
子
ジ
オ

パ
ー
ク
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
銚
子
全
域
を
エ
リ
ア
と
し
て

平
成
24
年
９
月
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
銚
子
沖
で
は
、
暖
流
の
「
黒
潮
」
と
寒
流
の

「
親
潮
」
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
か
ら
、
夏
は
涼
し
く
冬

は
暖
か
い
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

銚
子
市
は
、
関
東
平
野
の

最
東
端
に
位
置
す
る
市
で
あ

る
。
北
は
利
根
川
、
東
か
ら

南
を
太
平
洋
と
三
方
を
水
域

に
囲
ま
れ
て
お
り
「
太
平
洋

に
突
き
出
た
大
地
の
右
腕
」

に
例
え
ら
れ
、
大
地
形
成
に

お
け
る
物
語
と
し
て
「
こ
ぶ

し
・
う
で
・
そ
で
の
エ
リ

市
民
団
体
に
よ
る

活
動
活
発

概 要

ア
」
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い

る
。
当
ジ
オ
パ
ー
ク
の
発
足

に
つ
い
て
は
市
民
団
体
に
よ

る
働
き
か
け
が
き
っ
か
け
で

当
団
体
は
「
私
た
ち
が
作
っ

た
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い
う
自

負
を
持
っ
て
お
り
活
動
が
非

常
に
活
発
な
と
こ
ろ
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ

ド
は
、
現
在
約
28
名
在
籍
し

て
お
り
、
養
成
に
つ
い
て
は

推
進
協
議
会
事
務
局
で
行
っ

て
い
る
。
毎
年
６
～
７
月
に

ジ
オ
ガ
イ
ド
講
座
を
実
施

し
、
テ
ス
ト
で
７
割
以
上
正

解
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
。
そ
の
中
か
ら
や
る
気
の

な
り
手
不
足

高
齢
化
が
課
題

ガイド

ジオサイト・屏風ヶ浦について（上記写真）

⇒海食崖で落差２０～６０ｍ、長さは１０㎞に渡る。

銚 子



１１　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

菊まつりが開催中（視察時）の国天然記念物・名勝の楽寿園（三島市）

犬吠埼灯台

行政視察レポート

梶野寛丈　議員

育
と
連
携
を
図
り
、
郷
土
愛

を
育
む
単
元
を
組
み
込
み
、

醤
油
づ
く
り
体
験
や
郷
土
芸

能
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
実
施
し
て
い
る
。
全

小
学
６
年
生
を
対
象
に
ジ
オ

サ
イ
ト
で
「
大
地
の
作
り
」

と
い
う
理
科
の
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。
学
校
教
育
へ
の

定
着
に
は
何
年
も
か
か
っ
た

が
、
現
在
で
は
自
由
研
究
の

テ
ー
マ
と
し
て
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
職
場
体
験
と

し
て
事
務
局
を
希
望
す
る
子

も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

の
ベ
ー
ス
は
「
地
域
を
知
り

愛
し
て
も
ら
う
こ
と
」
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
に
ジ
オ
パ
ー

ク
を
上
手
く
取
り
入
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
学
習
を
と
お

し
、
市
外
に
出
て
も
ふ
る
さ

と
を
誇
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
活
動
し
た
結
果
、
銚
子
市

に
戻
っ
て
く
る
人
も
い
る
の

で
は
と
い
う
願
い
も
根
底
に

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
る
人
を
対
象
に
、
現
場
で

直
接
お
客
様
に
向
け
て
ガ
イ

ド
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

近
年
は
ガ
イ
ド
の
な
り
手

不
足
で
、
人
数
確
保
と
と
も

に
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
（
平
均

70
歳
以
上
）
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　　　

現
在
、
事
務
局
が
教
育
委

員
会
の
中
に
あ
り
、
学
校
教

ガ
イ
ド
に
よ
る

ジ
オ
教
育
推
進

教 育

　

全
国
で
活
発
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
（
Ｇ

Ｐ
）
は
、
何
を
目
的
と
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
大
地
が

長
い
年
月
を
か
け
、
ど
の
様

に
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
ど
ん

な
暮
ら
し
を
営
み
、
働
き
、

生
き
て
き
た
の
か
。

　

先
人
達
が
未
来
に
希
望
を

抱
き
、
産
業
や
文
化
を
蓄
積

し
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
と

は
、
自
分
達
が
暮
ら
す
大
地

に
想
い
を
巡
ら
せ
、
そ
の
歴

史
を
理
解
し
、
ロ
マ
ン
を
抱

く
こ
と
。
地
域
を
愛
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
の

取
り
組
み
は
、
地
域
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
先
人
達
の

抱
い
た
希
望
を
受
取
り
、
次

の
世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
う

の
で
す
。
そ
の
姿
勢
こ
そ
が

成
果
を
生
み
出
す
は
ず
で

す
。
浅
間
山
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
の
地
域
の
未
来
は
、
今

を
生
き
る
私
達
に
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
議
会
議
員
と
し

て
、
大
き
な
時
代
変
化
の
中

で
、
課
題
を
解
決
し
、
未
来

を
具
体
的
に
形
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
希
望
を

持
ち
、
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、

精
進
し
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
決
意
い
た
し
ま
す
。

ジオサイト・犬岩について

⇒犬のように見えることから。1.5～２億年前の地層。砂岩、泥岩からなる。１３　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

　議会定例会や臨時会はどなた

でも傍聴することができます。

　なお開催時間は開催日により

異なります。傍聴を希望される

際は、長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

　までお問い合わせください。

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を

傍聴しませんか？

【傍聴の流れ】

①議場に直接お越しください。

②受付票に必須事項を記入して

　ください。

③受付箱に投函します。

④受付は終了です。

　静かに傍聴をお願いします。

傍聴における注意事項

⇒職員が広報用写真を撮影しておりますのでご了承ください。

質 問 者

冨澤　重男　議員

浅井　直輝　議員

星河　明彦　議員

牧山　　明　議員

梶野　寛丈　議員

黒岩　　巧　議員

質 問 内 容

  鹿島軽井沢リゾート(株)

土地賃貸借契約期間満了後について

学校統合問題の見える化について

移住定住の促進と企業誘致、起業支援の

成果は

①すべての被災農地に公的支援を
②学校統合後の学校が無くなった地域で  
  の若者定住策、地域振興策は

学校統合による廃校の再利用について

議員報酬について

ページ

14

15

16

17

18

19

▶傍聴案内に

ついてはこち

ら
令和２年２月臨時会 

 13日（木）
※14日から変更となりました。

令和２年３月定例会

５日（木）

12日（木）

19日（木）

議会開催予定
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請願・陳情の審査結果

受理番号６号（長野原地区）

受理番号８号（羽根尾地区）

総 文

産 建

1112

■表１　総務文教常任委員会における審査結果一覧

件　　名

ハンセン病家族訴訟及びハンセン病

問題の全面解決を求める陳情

結　果

趣旨採択

内　　容

ハンセン病元患者家族の全面解決

要求を実現するため、国へ意見書

の提出を求める陳情。

7号

提　出　者

ハンセン病問題を共に

闘う全国市民の会

事務局長

金澤　修

■表２　産業建設常任委員会における審査結果一覧

件　　名

国道145号線の上の町地区における

道路側溝の新設を求める陳情

国道145号線一部拡幅工事について

の陳情

町道北軽湯沢２号線の道路舗装と側

溝工事についての陳情

長野原草津口駅地域振興施設におけ

る運営補助金の継続交付等について

の陳情

結　果

採　択

(関係機関要望）

採　択

（関係機関要望）

趣旨採択

（路面補修対応）

趣旨採択

(①は,継続交付)

内　　容

塩カル散布による構造物等の腐食のた

め、交通等への重大な支障の恐れから

側溝新設を求める陳情。

該当箇所は、カーブで幅員が狭く大型

車の交通量増加ですれ違いが困難にな

っているため拡幅工事を求める陳情。

町道北軽湯沢２号線における未舗装区

間の舗装・側溝工事を求める陳情。

①駅振興施設管理に要する運営補助金の継続

交付、②長野原観光協会が実施するダム見学

会の来年度以降に係る受付並びに現地案内経

費の配慮を求める陳情。

6号

8号

9号

10号

提　出　者

長野原区長

羽根尾区長

北軽井沢区長

長野原観光協会長

櫻井　芳樹

請願・陳情の提出締め切り日について

⇒３・６・９・12月定例会の前月末日を締め切りとしています。
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議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

　議会定例会や臨時会はどなた

でも傍聴することができます。

　なお開催時間は開催日により

異なります。傍聴を希望される

際は、長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

　までお問い合わせください。

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を

傍聴しませんか？

【傍聴の流れ】

①議場に直接お越しください。

②受付票に必須事項を記入して

　ください。

③受付箱に投函します。

④受付は終了です。

　静かに傍聴をお願いします。

傍聴における注意事項

⇒職員が広報用写真を撮影しておりますのでご了承ください。

質 問 者

冨澤　重男　議員

浅井　直輝　議員

星河　明彦　議員

牧山　　明　議員

梶野　寛丈　議員

黒岩　　巧　議員

質 問 内 容

  鹿島軽井沢リゾート(株)

土地賃貸借契約期間満了後について

学校統合問題の見える化について

移住定住の促進と企業誘致、起業支援の

成果は

①すべての被災農地に公的支援を
②学校統合後の学校が無くなった地域で  
  の若者定住策、地域振興策は

学校統合による廃校の再利用について

議員報酬について

ページ

14

15

16

17

18

19

▶傍聴案内に

ついてはこち

ら
令和２年２月臨時会 

 13日（木）
※14日から変更となりました。

令和２年３月定例会

５日（木）

12日（木）

19日（木）

議会開催予定
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請願・陳情の審査結果

受理番号６号（長野原地区）

受理番号８号（羽根尾地区）

総 文

産 建

1112

■表１　総務文教常任委員会における審査結果一覧

件　　名

ハンセン病家族訴訟及びハンセン病

問題の全面解決を求める陳情

結　果

趣旨採択

内　　容

ハンセン病元患者家族の全面解決

要求を実現するため、国へ意見書

の提出を求める陳情。

7号

提　出　者

ハンセン病問題を共に

闘う全国市民の会

事務局長

金澤　修

■表２　産業建設常任委員会における審査結果一覧

件　　名

国道145号線の上の町地区における

道路側溝の新設を求める陳情

国道145号線一部拡幅工事について

の陳情

町道北軽湯沢２号線の道路舗装と側

溝工事についての陳情

長野原草津口駅地域振興施設におけ

る運営補助金の継続交付等について

の陳情

結　果

採　択

(関係機関要望）

採　択

（関係機関要望）

趣旨採択

（路面補修対応）

趣旨採択

(①は,継続交付)

内　　容

塩カル散布による構造物等の腐食のた

め、交通等への重大な支障の恐れから

側溝新設を求める陳情。

該当箇所は、カーブで幅員が狭く大型

車の交通量増加ですれ違いが困難にな

っているため拡幅工事を求める陳情。

町道北軽湯沢２号線における未舗装区

間の舗装・側溝工事を求める陳情。

①駅振興施設管理に要する運営補助金の継続

交付、②長野原観光協会が実施するダム見学

会の来年度以降に係る受付並びに現地案内経

費の配慮を求める陳情。

6号

8号

9号

10号

提　出　者

長野原区長

羽根尾区長

北軽井沢区長

長野原観光協会長

櫻井　芳樹

請願・陳情の提出締め切り日について

⇒３・６・９・12月定例会の前月末日を締め切りとしています。

冨澤　重男　議員
とみざわ しげお

ここが知りたい！

一 般 質 問

特別委員会報告

管理棟よりダムサイトの眺め

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２　 　１４

管理棟内部の様子

　
　
　
鹿
島
軽
井
沢
リ
ゾ
ー

　
　
　

ト
（
株
）
と
の
土
地

賃
貸
借
契
約
が
令
和
２
年
10

月
を
以
て
満
了
と
な
る
。
契

約
終
了
前
６
ヶ
月
迄
に
更
新

に
つ
い
て
協
議
の
上
、
決
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
２
点
に
つ
い
て
町
の
方

針
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

一
点
目
、
契
約
解
除
と
な
っ

た
場
合
の
原
状
回
復
条
項
の

扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。

二
点
目
、
契
約
更
新
時
に
於

け
る
新
た
な
期
間
、
賃
貸

料
、
前
納
金
の
扱
い
、
原
状

回
復
条
項
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
要
望
を
提
示
す
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

契
約
更
新
に

　
　
　

向
け
た
事
前
協
議
を

令
和
元
年
７
月
に
行
い
、
２

回
目
を
12
月
に
行
っ
た
。
ま

た
本
契
約
第
４
条
（
賃
貸
借

契
約
更
新
前
向
き　

良
好
な
関
係
継
続

鹿島軽井沢リゾート(株)

土地賃貸借契約期間

満了後について

　11月14日、八ッ場ダム対

策特別委員会は東吾妻町議

会八ッ場ダム及び地域開発

特別委員会と合同懇談会を

両町連携図り

地域振興

開催しました。

　ダムの現場見学及び両町

の地域振興事業について取

組状況などの説明がありま

した。

　今後の事業完成に向け、

両町では更なる連携強化の

必要性を改めて確認しまし

た。

の
期
間
）
に
基
づ
く
協
議
申

し
入
れ
が
提
出
さ
れ
た
の
で

引
き
続
き
、
契
約
更
新
協
議

を
行
い
た
い
。
な
お
、
令
和

２
年
３
月
議
会
で
は
進
捗
状

況
の
報
告
を
、
６
月
議
会
で

は
契
約
更
新
の
提
案
が
で
き

る
よ
う
に
進
め
た
い
。

　
　
　

当
該
施
設
は
、
従
業

　
　
　

員
の
お
よ
そ
半
数
が

町
内
か
ら
の
雇
用
契
約
。
契

約
解
除
と
な
っ
た
場
合
に
条

項
に
あ
る
原
状
復
旧
は
非
常

に
大
き
な
問
題
。
ま
た
現
契

約
で
は
鹿
島
建
設
（
株
）
鹿

島
興
産
（
株
）
が
連
帯
保
証

人
だ
が
更
新
す
る
場
合
、
再

度
連
帯
保
証
人
と
な
れ
る
の

か
。
そ
し
て
浅
間
ス
ポ
ー
ツ

ア
リ
ー
ナ
（
株
）
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
発
（
株
）
の
位
置

づ
け
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

現
時
点
で
詳

　
　
　

細
な
回
答
は
で
き
な

い
。
原
状
回
復
条
項
に
つ
い

て
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。

私
が
町
長
就
任
以
来
６
年
が

経
過
す
る
が
こ
れ
ま
で
鹿
島

建
設
（
株
）
と
鹿
島
軽
井
沢

リ
ゾ
ー
ト
（
株
）
と
は
非
常

に
良
好
な
関
係
に
あ
る
。
現

時
点
で
は
契
約
解
除
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　

原
状
回
復
条
項
や
契

　
　
　

約
保
証
人
に
つ
い

て
、
非
常
に
大
事
な
問
題
な

の
で
更
新
の
際
も
こ
の
点
は

契
約
内
容
に
反
映
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　

町
長　

相
手
方
も
契

　
　
　

約
更
新
に
つ
い
て
前

向
き
。
今
後
も
良
好
な
関
係

を
築
い
て
行
き
た
い
。



浅井　直輝　議員
あさい なおき

ここが知りたい！

一 般 質 問

１５　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

学校統合問題審議会の様子

学校統合問題の見

える化について

経
過
報
告
重
要

議
員
の
積
極
的
周
知

　
　
　
学
校
統
合
問
題
検
討

　
　
　

委
員
会
（
以
後
、
検

討
委
員
会
）
に
よ
っ
て
、
第

一
小
・
中
央
小
は
令
和
３
年

度
、
東
中
・
西
中
は
令
和
５

年
度
、
応
桑
小
・
北
軽
井
沢

小
は
令
和
６
年
度
を
目
途
に

統
合
と
い
う
結
果
。
町
民
や

保
護
者
へ
検
討
内
容
に
つ
い

て
、
こ
ま
め
な
報
告
が
必
要

だ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
　
町
長　

検
討
委
員
会

　
　
　

の
方
向
性
を
踏
ま
え

審
議
会
へ
諮
問
、
内
容
ど
お

り
の
答
申
を
得
ら
れ
た
。
今

後
は
統
合
に
向
け
、
準
備
委

員
会
な
ど
で
検
討
や
協
議
を

し
て
い
く
。
保
護
者
や
町
民

へ
の
経
過
報
告
は
や
は
り
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

６
月
定
例
会
で
は
幅

　
　
　

広
い
意
見
を
い
た
だ

い
て
途
中
経
過
を
報
告
し
、

オ
ー
ル
長
野
原
で
考
え
て
い

き
た
い
と
回
答
。
こ
れ
ま

で
、
６
月
末
に
保
護
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
を
配

付
、
10
月
末
に
保
護
者
宛
て

に
統
合
の
方
向
性
が
あ
る
と

の
メ
ー
ル
が
一
斉
配
信
さ

れ
、
そ
し
て
新
聞
報
道
と

学校統合問題検討委員会について

⇒全6回開催。審議会を経て方向性が決定。委員会の目的は達成された。

な
っ
た
。
保
護
者
へ
の
周
知

が
３
～
４
ヶ
月
毎
。
保
護
者

の
中
に
は
計
画
ど
お
り
統
合

す
る
か
不
安
視
す
る
人
も
。

せ
め
て
月
一
回
広
報
紙
な
ど

で
周
知
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

検
討
委
員
会

　
　
　

の
構
成
員
は
各
学
校

の
代
表
者
な
ど
で
あ
り
内
容

は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
。
結

果
は
検
討
委
員
会
の
中
で
報

告
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、

そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
行
っ

た
。
報
告
に
つ
い
て
は
、
検

討
委
員
会
の
代
表
者
が
各
地

域
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が

ベ
ス
ト
と
考
え
て
い
た
。
今

後
は
準
備
委
員
会
と
な
る
の

で
報
告
体
制
の
構
築
は
と
て

も
重
要
。
準
備
委
員
会
に
は

議
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
結
果
は
議
員
に
も
積
極

的
に
町
民
へ
周
知
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

全
員
協
議
会
や
審
議

　
　
　

会
で
教
育
長
が
説
明

し
た
校
舎
利
用
の
経
緯
や
改

築
の
費
用
の
よ
う
な
内
容
も

保
護
者
や
住
民
へ
説
明
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長　

住
民
説
明
会

　
　
　

も
ひ
と
つ
の
手
段
。

様
々
な
方
法
を
試
み
て
も
１

０
０
％
の
周
知
は
困
難
。
今

考
え
て
い
る
の
は
議
員
の
力

を
フ
ル
に
活
用
し
た
い
。
あ

る
議
員
は
地
元
で
統
合
問
題

の
検
討
結
果
な
ど
に
つ
い
て

報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
は
議
員
が
町
部
局
の
フ
ォ

ロ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い
、
町

部
局
と
議
員
と
が
良
好
な
関

係
を
構
築
、
よ
り
良
い
学
校

統
合
を
目
指
し
た
い
。



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２　 　１６

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

長野原町総合戦略について

⇒名称、長野原町まち・ひと・しごと創生総合戦略。期間は５年間。

移住定住の促進と企業

誘致、起業支援の成果は

　
　
　

町
総
合
戦
略
が
最
終

　
　
　

年
度
と
な
る
が
、
人

口
減
少
が
予
想
以
上
に
加
速

す
る
中
、
し
ご
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
政
策
取
り
組

み
と
事
業
の
成
果
や
実
績
は

ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

企
画
政
策
課

　
　
　

を
中
心
に
移
住
定
住

や
企
業
誘
致
な
ど
、
ま
た
産

業
課
を
中
心
に
創
業
支
援
を

進
め
て
い
る
。
成
果
と
し
て

移
住
定
住
に
つ
い
て
は
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
用
実
績
が
８

件
、
移
住
者
向
け
住
宅
改
修

助
成
が
３
件
、
家
財
処
分
費

助
成
が
１
件
の
利
用
が
あ
っ

た
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

相
談
が
１
件
あ
り
現
在
企
業

と
協
議
中
。
次
に
創
業
支
援

補
助
に
つ
い
て
は
９
件
、
８

４
０
万
円
程
の
交
付
。
想
定

を
上
回
る
活
用
実
績
。
今
後

も
第
二
期
総
合
戦
略
を
策
定

し
持
続
可
能
な
生
活
環
境
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績

　
　
　

指
標
）
で
挙
げ
て
い

る
移
住
者
５
年
間
で
50
人
、

起
業
件
数
５
年
間
で
５
件
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
実
績
は
ど

う
か
。
ま
た
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
に
は
仕
事
が
無
い

と
難
し
い
。
今
後
、
第
二
期

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
実
績
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
次
期
総
合
戦
略

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

町
長　

移
住
者
と
し

地
域
環
境
を
活
か
し
た

人
口
増
加
策

て
ど
の
時
点
で
見
極
め
る
の

か
把
握
し
づ
ら
く
明
確
な
人

数
は
不
可
能
。
起
業
件
数

は
、
株
式
会
社
、
個
人
事
業

主
な
ど
を
含
め
26
件
。

第
二
期
総
合
戦
略
策
定
は
、

実
績
の
中
で
良
い
も
の
は
伸

ば
し
、
不
要
な
部
分
は
削
除

し
て
い
く
作
業
に
な
る
。
国

連
の
世
界
的
目
標
と
な
る
Ｓ

ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
）
は
、
今
後
世
界
的

な
流
れ
と
な
る
。
町
で
も
考

え
方
を
取
り
入
れ
第
二
期
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
い
。

　
　
　

移
住
者
の
捉
え
方
が

　
　
　

難
し
い
と
の
事
だ

が
、
き
ち
ん
と
検
証
し
て
目

標
達
成
が
出
来
た
か
、
出
来

な
か
っ
た
か
把
握
す
べ
き

だ
。
第
二
期
の
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
５
年
間

の
各
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
精
査
か
ら
始

ま
る
と
思
う
。
誰
も
が
当
町

に
住
み
た
い
と
思
え
る
計
画

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

町
長　

人
口
減
少
を

　
　
　

克
服
す
る
と
い
う
目

標
と
、
た
と
え
減
少
し
た
と

し
て
も
、
私
達
が
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
同
時
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
移
住
人

口
の
前
に
関
係
人
口
の
増
加

を
目
指
す
こ
と
が
重
要
。

今
、
都
市
部
で
は
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

北
軽
井
沢
で
地
域
環
境
を
活

か
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
誘
致
活
動
が
重
要

だ
。
北
軽
井
沢
地
区
は
行
政

区
の
中
で
、
唯
一
５
年
間
人

口
が
横
這
い
だ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
魅
力
が
あ
り
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
で
将
来
に
亘
り

移
住
人
口
が
増
え
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

▼長野原町総

合戦略につい

てはこちら



１７　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

牧山　 明　 議員
まきやま あきら

ここが知りたい！

一 般 質 問

フォルケホイスコーレとは？

⇒誰でも学べる全寮制の学校のこと。テストなどが無く独自の制度。

　
　
　

①
台
風
19
号
に
よ
る

　
　
　

田
畑
被
害
の
対
策
工

事
は
、
す
べ
て
公
的
支
援
で

な
さ
れ
る
事
が
農
地
保
全
、

地
域
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

②
検
討
委
員
会
の
方
向
性

が
出
た
。
学
校
が
無
く
な
る

地
域
や
町
全
体
の
人
口
増
加

対
策
の
確
立
が
急
務
。
町
長

の
考
え
る
具
体
的
な
地
域
振

興
策
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

①
復
旧
工
事

　
　
　

に
於
い
て
災
害
発
生

の
起
因
が
町
道
な
ど
の
公
共

施
設
の
場
合
は
そ
の
管
理
者

が
、
民
間
所
有
の
土
地
に
起

因
す
る
場
合
は
、
公
的
支
援

は
難
し
い
。
今
後
は
被
害
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
発
生
の
無

い
よ
う
、
農
業
委
員
会
と
連

携
し
て
行
き
た
い
。

　

②
そ
の
地
域
の
人
口
増
加

策
は
非
常
に
難
し
い
。
新
た

な
形
の
関
係
人
口
を
増
や
す

こ
と
も
対
策
の
一
つ
。
学
校

跡
地
が
人
口
増
加
策
の
施
設

に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
　

①
民
地
が
起
因
し
た

　
　
　

被
災
農
地
の
町
独
自

に
よ
る
支
援
を
し
て
ほ
し

い
。　

　

②
応
桑
小
で
児
童
数
が
減

少
し
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
応
桑
住
宅
団
地
の
存

在
が
大
き
い
。
残
っ
て
い
る

区
画
を
予
算
措
置
し
て
子
育

て
世
代
に
購
入
し
て
も
ら
う

施
策
が
必
要
。
大
屋
原
地
区

で
は
、
農
家
の
後
継
者
が
多

く
一
軒
あ
た
り
の
子
供
も
多

い
。
大
事
な
こ
と
は
地
域
産

①
農
地
復
旧
は
補
助
活
用

②
地
域
施
設
の
再
利
用

業
の
振
興
と
後
継
者
の
増

で
、
産
業
を
維
持
し
て
行
く

こ
と
が
人
口
減
少
を
防
ぐ
。

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

町
長　

①
被
災
し
た

　
　
　

の
は
農
地
だ
け
で
は

な
い
。
行
政
と
し
て
救
済
す

る
線
引
き
が
難
し
く
予
算
の

問
題
も
あ
る
。
し
か
し
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
で

は
６
地
区
に
よ
る
組
合
に
対

し
て
今
年
度
１
９
０
０
万
円

の
実
績
が
あ
る
。
こ
れ
は
自

ら
の
農
地
な
ど
を
自
ら
が
保

全
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て

国
、
県
、
町
が
援
助
す
る
。

ま
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
も
あ
る
。

　

②
応
桑
住
宅
団
地
に
対
す

る
そ
の
施
策
は
一
時
的
な
人

口
増
加
策
に
す
ぎ
な
い
。
北

軽
井
沢
地
区
は
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
発
信
力
が
少
な

い
中
で
魅
力
を
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
。
別
荘
を
行
政
と

民
間
で
人
を
呼
び
込
む
施
設

と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す

① すべての被災農地に公的支援を

② 学校統合後の学校が無くなった

地域での若者定住策、地域振興策は

る
こ
と
が
人
口
増
加
策
の
ヒ
ン

ト
と
考
え
る
が
、
決
定
的
な
策

は
無
い
。

　
　
　

①
行
政
が
支
援
出
来
な

　
　
　

い
こ
と
は
お
か
し
い
。

　

②
応
桑
住
宅
団
地
の
施
策
実

施
と
他
地
区
で
の
人
口
増
加
施

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た

フ
ォ
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
の
よ

う
な
施
設
も
、
廃
校
利
用
の
検

討
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

①
行
政
と
し
て

　
　
　

は
一
定
の
ル
ー
ル
で
進

め
て
行
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
は

自
助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
の

も
と
、
地
域
づ
く
り
を
考
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

②
強
い
開
拓
精
神
を
持
っ
た

人
材
育
成
に
行
政
が
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
を
創
る
こ
と

に
な
る
。
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
も
必

要
だ
が
、
北
欧
と
日
本
の
行
政

で
は
お
金
の
使
い
方
が
違
う
。

町
単
独
で
は
不
可
能
。
国
県
を

巻
き
込
み
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
一
つ
の
手
段
に
し
た
い
。
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梶野　寛丈　議員
かじの ひろたけ

一 般 質 問
ここが知りたい！

第一小学校校舎

　
　
　
学
校
統
合
に
よ
り
、

　
　
　

廃
校
再
利
用
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
教

え
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
担
当
課
は
ど
こ

か
。
外
部
の
協
力
を
得
る
予

定
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は

ど
う
か
。

　
　
　
町
長　

具
体
的
な
イ

　
　
　

メ
ー
ジ
は
今
の
と
こ

ろ
無
い
。
統
合
の
方
向
性
が

決
ま
っ
た
の
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
企
画
政
策
課
を

中
心
に
他
の
部
署
と
も
連
携

マイス（MICE）とは？

⇒会議、研修など多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントのこと。

学校統合による廃校

の再利用について

協
力
し
て
進
め
て
行
き
た

い
。

　
　
　

全
国
で
過
去
20
年
間

　
　
　

６
８
０
０
校
の
廃

校
、
関
東
地
区
だ
け
で
も
現

在
52
校
の
廃
校
が
あ
る
。
過

日
行
政
視
察
で
廃
校
を
利
用

し
た
取
り
組
み
を
視
察
し
て

き
た
。
検
討
す
る
に
あ
た
り

町
の
課
題
と
連
動
し
て
も
ら

い
た
い
。
観
光
と
し
て
考
え

た
場
合
、
宿
泊
施
設
が
不
足

す
る
中
で
、
目
的
地
と
な
る

必
要
が
あ
り
、
尚
且
つ
、
宿

泊
地
と
な
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

検
討
委
員
会

　
　
　

で
廃
校
利
用
に
つ
い

て
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
の
創
出
や
創
業
を
支

魅
力
発
信
に

町
独
自
の
差
別
化

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
の

こ
と
）
施
設
と
し
て
利
用
し

た
い
旨
の
話
し
が
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
て
話
し
を
し
た

い
と
考
え
る
。
ま
た
ホ
イ
ス

コ
ー
レ
も
興
味
が
あ
る
。
そ

し
て
梶
野
議
員
か
ら
以
前
お

話
し
が
あ
っ
た
マ
イ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
の
利
用
も
環

境
的
に
適
し
て
い
る
と
考
え

る
。
ま
ず
は
、
統
合
が
決

ま
っ
た
第
一
小
を
中
心
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

行
政
視
察
し
た
千
葉

　
　
　

県
内
の
施
設
で
は
２

年
前
か
ら
準
備
を
始
め
た
と

の
こ
と
。
ま
た
中
心
と
な
る

人
が
地
域
に
定
住
し
計
画
を

推
進
し
て
い
っ
た
と
の
こ

と
。
非
常
に
大
事
な
の
で
今

後
の
検
討
に
考
慮
し
て
も
ら

い
た
い
。
期
待
す
る
と
こ
ろ

は
雇
用
の
創
出
と
定
住
の
促

進
。
最
も
大
切
な
の
は
若
い

活
力
で
あ
る
と
思
う
。
廃
校

利
用
の
場
が
若
い
活
力
の
場

と
な
る
こ
と
も
期
待
す
る
が

ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

小
学
校
は
人

　
　
　

を
育
て
人
を
繋
ぐ
場

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
利
用

で
き
る
こ
と
が
理
想
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
活
力
が
生
ま
れ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
長
野

原
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
施

設
と
す
る
に
は
他
と
の
差
別

化
も
考
え
な
け
れ
ば
と
感
じ

て
い
る
。　



１９　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２２

黒岩　 巧　 議員
くろいわ たくみ

ここが知りたい！

一 般 質 問

実質公債費比率とは？

⇒自治体の収入に対する負債返済の割合のこと。

　
　
　
平
成
17
年
行
政
改
革

　
　
　

推
進
計
画
を
策
定
し

取
り
組
ん
で
き
た
。
単
年
度

実
質
公
債
費
比
率
が
20
％
を

超
え
待
っ
た
な
し
の
状
況
の

中
、
人
件
費
削
減
を
施
策
と

し
て
平
成
17
年
４
月
よ
り
議

員
報
酬
が
20
％
減
額
さ
れ

た
。
県
内
他
町
村
で
も
減
額

し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
特
例

に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
元

の
金
額
に
戻
し
て
い
る
。
当

町
よ
り
低
い
の
は
３
町
村
だ

け
。
前
回
、
町
長
は
「
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
判
断
は
致
し

か
ね
る
。
町
民
や
議
員
の
意

見
を
聞
い
て
判
断
し
た
い
」

と
答
弁
。
議
員
報
酬
を
減
額

前
の
金
額
に
戻
す
こ
と
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

町
長　

こ
れ
に
併
せ

　
　
　

て
特
別
職
給
与
や
非

常
勤
特
別
職
手
当
、
各
種
補

助
金
も
同
様
の
措
置
を
と
っ

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
22
年

に
健
全
な
財
政
運
営
状
況
に

回
復
。
最
近
は
税
収
の
伸
び

悩
み
や
新
事
業
の
展
開
に
よ

り
、
費
用
の
増
加
で
経
常
収

支
比
率
上
昇
の
傾
向
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
状
況
で
議
員

報
酬
を
戻
す
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
　
　

山
梨
学
院
大
学
江
藤

　
　
　

教
授
の
話
に
、
議
員

の
定
数
・
報
酬
を
考
え
る
七

つ
の
原
則
と
い
う
の
が
あ

る
。
定
数
と
報
酬
は
別
の
論

理
、
ま
た
行
政
改
革
と
議
会

改
革
の
論
理
も
全
く
別
と
い

う
も
の
。
今
回
は
議
員
報
酬

に
絞
っ
て
の
質
問
。
前
回
、

町
長
や
議
員
は
大
変
だ
が
や

り
甲
斐
や
魅
力
を
感
じ
る
仕

財
政
見
通
し
立
た
ず

現
状
維
持

事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
り
手
が
い
な
い
状
況
を
つ

く
っ
て
は
な
ら
な
い
と
質
問

を
し
た
。
教
授
の
著
書
に
も

議
会
改
革
は
住
民
自
治
を
ど

う
作
り
出
す
か
か
ら
出
発
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
定
数
・
報

酬
を
考
え
る
場
合
も
住
民
自

治
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
条

件
と
し
て
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
将
来
多
く
の
人

が
立
候
補
し
議
員
活
動
し
易

い
条
件
と
し
て
考
え
る
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考

え
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　

　
　
　

町
長　

以
前
、
財
政

　
　
　

の
勉
強
会
で
、
八
ッ

場
ダ
ム
が
完
成
し
交
付
金
が

確
定
し
収
支
が
落
ち
着
い
た

時
が
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
回
答
。
出
来
る
事
で
あ
れ

ば
減
額
し
た
全
て
の
手
当
な

ど
を
上
げ
た
い
が
、
試
算
で

年
間
２
５
０
０
万
円
程
に
な

る
。
今
の
財
政
状
況
で
は
難

し
い
。
ま
た
、
報
酬
を
戻
し

て
議
員
の
魅
力
が
上
が
る
の

か
は
違
う
と
思
う
。

議員報酬について

　
　
　

江
藤
教
授
の
話
で
17

　
　
　

万
円
の
壁
と
い
う
の

が
あ
り
議
員
報
酬
が
17
万
６

千
円
を
下
回
る
と
無
投
票
の

確
率
が
圧
倒
的
に
高
く
な
る

全
国
調
査
の
結
果
が
あ
る
。

当
町
議
長
の
活
動
延
べ
日
数

は
年
間
１
９
７
日
で
県
内
23

町
村
中
４
番
目
に
多
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
報
酬
は
22
万

円
で
こ
れ
以
下
は
上
野
村
の

み
。
ま
た
全
国
町
村
議
会
議

長
会
が
纏
め
た
議
員
報
酬
の

あ
り
方
の
最
終
報
告
に
何
故

上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
理
由

が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
資
料
を
活
用
し
て

町
当
局
、
議
会
が
研
究
を
重

ね
素
晴
ら
し
い
議
会
と
な
る

よ
う
に
議
論
を
重
ね
る
こ
と

が
重
要
。
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

特
別
職
の
給

　
　
　

料
も
同
様
カ
ッ
ト
し

て
お
り
、
元
に
戻
す
つ
も
り

は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
。
議

員
報
酬
を
元
に
戻
す
こ
と
を

現
議
員
の
総
意
と
し
て
議
会

に
上
が
っ
た
場
合
、
そ
れ
を

拒
否
は
出
来
な
い
。



編
集
後
記

　
令
和
元
年
11
月
20
日
～
21

日
に
議
会
行
政
視
察
で
１
日

目
、
道
の
駅
保
田
小
学
校

（
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
）

２
日
目
銚
子
市
役
所
、
銚
子

ジ
オ
パ
ー
ク
（
千
葉
県
銚
子

市
）
を
訪
問
し
て
参
り
ま
し

た
。
視
察
で
感
じ
た
事
、
勉

強
し
た
事
を
こ
れ
か
ら
の
議

会
活
動
に
お
い
て
、
活
か
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
広
報
委
員
会
、
議
会

事
務
局
計
６
名
も
年
４
～
５

回
の
研
修
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
よ
り
良
い
、
よ
り
興
味

を
持
っ
て
、
最
後
ま
で
読
ん

で
頂
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」

の
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
広
報
委
員

　

委
員
長　

黒
岩　
　

巧

　

委　

員　

牧
山　
　

明

　
　
　
　
　

萩
原　

宗
仁

　
　
　
　
　

梶
野　

寛
丈

長野原町

新年交歓会
　令和２年1月6日（月）＠長野原（住民総
合センター）を会場に開催されました。
　多くの町関係者を迎え盛大に執り行われ
ました。
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